
１．実施事業の概略

　そのために下記のような事業を行い、実施した。

① 障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業。

② 障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業。

③

２．事業の実施に関する事項
①特定非営利活動に係る事業

（１）生活介護事業について

　　契約メンバー数　30名（2021年3月31日現在）1日平均 13.5 名の利用（定員20人）

　　詳細については各部署報告参照。

（２）居宅介護・重度訪問介護及び移動支援事業について

（３）独自サービス事業について

②アシスタント体制について　

　　●新規採用名（正職員2名、アルバイト2名）、退職者名（正職員1名、アルバイト1名）

　　●アシスタント総数38名（2020年3月31日現在）

　 　○正職員　  17名：生活介護管理者1名、サービス管理責任者2名、生活支援員10名

　 　　 　　　　　　　　     居宅管理者1名、サービス提供責任者1名、調理員・事務1名、育休1名

 　　○嘱託職員   2名：医師1名、生活支援員1名

 　　○パート　　　 2名：生活支援員2名

 　　○アルバイト 17名：生活支援員4名、看護師1名、送迎運転手5名、清掃員1名、調理員3名、

　　  　　　　　   　　　　  登録ヘルパー2名、リトミック講師1名

③研修について

　　●法人全体研修会　4月29日(水)　場所：障がい者デイセンター愛実

　　コロナ禍の影響から利用件数が大幅減少した。　81件（前年188件）
　  主なサービス内容（デイサービスの延長：朝・夕、入院時付添い、通院・外出時の車移動）

　　   緊急事態宣言発令中のため、中止

2020年度NPO法人愛実の会事業報告　法人概況

障害者総合支援法の範囲で対応することが困難なケースとして、利用者の生活上必要なニーズ及び緊急
時に対応する為の有料サービスとしての法人独自サービス事業。

　特定非営利活動法人愛実の会は当法人の理念にのっとり、重度の障がいのあるメンバーのサポートに力を入れて、
彼らが安心して充実した地域生活を継続的に送ることが出来るよう、他の団体と協力しつつより良いサポートを目指し
ている。

　　2020年度はコロナ禍の影響を大きく受けた一年となった。通所ができなくなったメンバー2名の他、利用のキャン
　　セル等を含め当初の利用予定は1日平均17名から13.5名と大幅な減少となった。感染予防についてはできるだ
　　けの策を講じ、メンバー・職員の安全を第一にし、活動については外出活動が全面的にできなくなり、制限の多
　　い中にあっても、メンバーの笑顔を大切に寄り添う支援を実践した一年となった。

　
　　ホームヘルプとして(朝・夕の介助、入浴、通院、入院時、外出支援、家事等)を行い、24時間安心できる地域生
　　活の支援を行った。2020年度利用：月平均99件（前年度144件）、特に居宅介護と外出支援についてはコロナ
　　禍の影響により、利用のキャンセル及び不要不急の外出制限など、大幅な利用減となった。一方、地域生活支
　　援としての重度訪問介護については、他機関との連携及び夜間の支援体制等が整ってきた。更に医療的ケア
　　の体制強化として、喀痰吸引等の研修を推進し2名が取得した。名古屋市の移動支援事業は、通学及び通所
　　時の付き添いを行った。　利用2件＝29回、移動支援は今年度末で利用契約終了となった。
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④福利厚生について

　　●健康診断、インフルエンザ予防接種助成、セルフケア助成、腰痛ベルト購入助成

　　●正職員アシスタントに対する福利厚生センター（ソウェルクラブ）への加入継続

⑤実習生・見学等の受け入れについて

　　●次年度入所希望者の実習を受け入れ、見学については基本見送りとした。

⑥ボランティア等の受け入れについて

　　●名古屋ワイズメンズクラブによるクリスマス会をリモート公演にて行いました。

３．会議の開催に関する事項
①総会

　　●通常総会　2020年5月30日(土)　

決算及び予算　法人・各部署の事業報告および事業計画、役員改選等

②理事会

③定例会

④その他の会議　

　　●運営会議(毎月第1・3火曜)、シフト会議（必要に応じて実施）、各部門別＆ケース会議、防災会議(随時)実施

４．寄付等について

　　●法人正会員の状況

　　　2021年3月31日現在45名　

　　　（内訳：メンバー家族23名　アシスタント17名　協力者3名　理事2名）

5．2020年度会計の状況　
　　●予算118,237,100円 に対して決算126,207,710 円　経常利益：7,606,435円　法人税：71,000円　

決算書参照

　
　　●寄付金の指定　①寄付金 （コロナ対策費、アシスタント体制の充実)
                           ②夢づくり(紙風船人形劇の製作費)

          目標額200万   寄付金総額　3,666,799円　(内クラウドファンディング　780,000円)
          認定NPO基準：PST（3000円以上の寄付者）＝197名　 合計234件の寄付を頂きました。

　　●第1回理事会　2020年 5月30日 (土)　議題：通常総会議案に関する件等
　　●第2回理事会　2020年 5月30日 (土)  議題：理事長選定の件等
　　●第3回理事会　2020年11月21日 (土)　議題：上半期事業報告等

　　●全体ミーティング（毎月第３火曜）

　　●新型コロナウイルス感染拡大の状況を考慮し、開催を見送りとした。　
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●食事形態の
   変更

　2020年度
活動計画の

振り返り

計画項目 振り返り

2020年度テーマ
について

　新型コロナウイルス感染症の影響により外出活動ができず、季節感を盛り込
むことが難しいと感じることがあった。
　しかしながら室内での活動では、季節をモチーフにした壁画制作や天井飾り
の制作を実施し、季節感を取り込むことを意識していた。
　またメンバーの思いの汲み取りについては、言語コミュニケーションが難しい
人との関わりのなかでは難しさを感じることも少なくなかった。しかし、表情やし
ぐさなどから思いや気持ちの汲み取り
　現状で満足するのではなく、さらにコミュニケーションを深め、メンバーの気持
ちの汲み取りを今後も意識したい。

新型コロナウイルス
感染症による

影響

●外出活動
　普段関わらない人との接点を極力避けるべく、外出活
動のすべてを中止した。（近隣の散歩等は他所の人との
距離をとることを前提に実施した）

●調理、製菓等

　基本的に火を通すもの（100℃以上で数分以上）をメン
バーとともに製作することとし、生クリームや果物等のデ
コレーションはアシスタントが消毒および手袋着用にて
対応することとした。

　大きな食卓を皆で囲んで食事をとることを大切にしてい
たが、飛沫感染のリスクが高まることからスクール形式で
の食事配置に変更した。
　また、メンバーとアシスタントの食事場所を分け、メン
バーの前でマスクを外すことを避けた。（アシスタントは食
事介助後に大地の家畳スペースで食事をとる）

2020年度 生活介護：大地の家　事業報告
事業概要

事業期間 2020.4.1-2021.3.31

当事業年度
テーマ

  メンバーの思い、気持ちを汲み取り、寄り添えるような関係作りを目指す。
　そのために、ただ横に寄り添うだけではなく、メンバーの視線に立ち、メンバーにとって何が
  必要であるかを模索していく。
　アシスタントの思いが優先されるデイケアではなく、メンバーにとってのデイケアを念頭に、
  メンバーとのかかわりを大切にしていきたい。

　「季節感」を重点的に捉え、季節の行事や日常の活動に季節を感じられるような取り組みを計画
  しつつ、外での活動も行っていく。

　また、今年度は新しいメンバーが2名増えることから、メンバーのことを知り、アシスタントのことも
  知ってもらうよう取り組みたい。

●メンバー休憩
  場所の変更

　大地の家の畳スペースではメンバー同士の距離がとり
にくいため、愛実友だちの家活動室で休憩をとるように
変更した。極力メンバーの頭部同士が2m以上空くように
配置した。

クリスマス週間

　感染症蔓延により、毎年実施していたクリスマス会は中止となった。
　大人数でのクリスマス会は難しかったが、何日かにわたってメンバーの家族
に分散して来訪いただき、クリスマス週間として実施した。
　レクリエーションや音楽活動にご家族にも参加していただいた。アシスタントと
親のみならず、親同士のコミュニケーションにも繋がっていたように感じた。
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活動名

ふれあい
体操

音楽活動
リトミック

工作
創作活動

少人数
活動

月次 月次
4 11
5 12
6 1

7 2
9 3

10
5.6.9.11.
12.2

遠足

活動総括

　2020年度は年度当初にメンバー２名が新規に通所を開始された。
　二人とも特別支援学校を卒業されたばかりだったため、環境の変化に対応できるか、うまく支援で
きるか不安であった。
　当初は緊張した面持ちであったが、次第にそれぞれが持つ個性を発揮されるようになってきた。
　まだまだお互いに分かり合えているという所には達していないが、緊張感は概ね和らいできたように
感じる。
　また、2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響が切っても切れないものになった。
　外出計画のすべてが中止になり、大切にしていた食事の時間も過ごし方が変わってしまった。
　消毒の徹底やマスクの着用、活動ごとに感染リスクを考えるなど、メンバーを受け入れる上で多くの
対策が必要となった。
　メンバーにとっても、食事配置や活動配置の変更、口元の見えないアシスタントなど、心理的に負
担が大きくなっていたように感じる。
　メンバー個々の振り返りの場面でも、心理的変化について話題が上がることが度々あった。
　自分たちがどこまでその変化に対するフォローができていたのか、自信が持てない部分もある。
　新型コロナウイルス感染症の影響で変わってしまったものはとても多い。
　変わってしまったものが元に戻るのか、また別の形になっていくのかはわからない。
　しかし、変わってしまったことを悲観するのではなく、元に戻るにしてもより良い形になるように今後
取り組んでいきたい。

ミツカンミュージアム(半田市) 掛川花鳥園(掛川市)

　障がい者デイセンター愛実(生活介護)として、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、2020年2
月21日より、全ての外出活動を中止することとなった。
　全面的な中止措置を経て、2021年4月現在では飲食を伴わないことを前提として、部分的に外出
できるようになった。

　大地の家＝にぎやかに、愛実友だちの家＝まったりと、というように活動スペースに応じ
て雰囲気が変わるよう意識して取り組んでいた。活動内容の影響もあり、実際に大人数の
時にはにぎやかに、少人数の時にはまったりと過ごすことができていた。週によってまった
りと行う活動を固定したため、2か所使用して活動を行う上での不都合が少なかったように
思う。

年間外出計画
一覧

（すべて中止）

具体的内容 具体的内容
花見 リトルワールド(犬山市)
花フェスタ記念公園(可児市) 紅葉狩り・東山動物園(千種区)
ボウリング セントレア(常滑市)

名古屋港水族館(港区) チューリップ祭り・木曽三川公園(海津市)

陶芸体験
イエローレシートキャンペーン（イオンスタイル
名古屋茶屋店）

前年度の信州へのバス遠足の経験から、今年度もバスでの遠足を企画していた。

日常活動の
振り返り

活動内容

　メンバーの体のケアを目的に、コミュニケーションツールとしての役割も鑑み、ほぼ毎日
実施した。休憩後の実施であり、決まった音楽で行うことにより見通しが立ちやすく、多く
のメンバーがリラックスした状態で取り組んでいたように感じられる。また、アシスタントとの
コミュニケーションも深まっているように感じた。

　多くのメンバーが音によって感覚が刺激され、楽しんで参加していた。リトミックでは音楽
講師によるプログラムの実践が月に2回あり、季節に合わせた音楽をもとに、体を動かした
り、手や足に触れて刺激することがあった。ミュージックケアではある程度決まった音楽を
使い、週に1回程度実施した。決まった音楽を使うことで、活動の始まりや終わりの意識が
つきやすく、音楽に合わせた動作の見通しが立ちやすくなっていたように感じる。どちらの
活動も、多くのメンバーが笑顔を見せてくれていた。

　メンバーがどのように関わり、主体性をもって制作するか、といういことに難しさを感じるこ
とが時々あった。メンバーの主体性をうまく引き出すことができているときもあったが、完成
させることにウエイトを置きすぎ、アシスタント主導で制作にあたることもあった。
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2020年度　生活介護：紙風船　事業報告

人形劇実績
（公演、稽古）

計画概要

事業期間 2020.4～2021.3.31

　人形技術家おばらしげる先生による演技指導、人形劇講座等　月1実施

当事業年度
テーマ

①楽しく元気に出かけよう　②ふれあいつながり大切に　③心からの笑顔を広げよう

稽古

人形劇活動

内容

人形劇講座

人形劇練習 　新作「裸にされた王様と大臣」が完成し、少しずつ稽古を進めています。

ボランティア
　外出、外部からの受け入れ中止の影響で公演をすることもお手伝いを依頼する
　ことも難しい年でした。

公演

　・活動を「人形劇活動」「宣伝活動」「グッズ活動」の3つに分け、メンバーそれぞれが力を入れ
　　たいと思う係に分かれて活動しました。
　・新型コロナウィルス感染症の感染拡大により外出がほとんどできず、①のテーマに沿う活動
　　はできませんでした。

　10年ぶりの新作「裸にされた王様と大臣」ができ上りました。今までとは少し違った形
での表現も取り入れることになり、長いセリフを覚えたり2月にでき上がった人形の操作
方法を習得しようと頑張っています。

　毎年出演の各種人形劇フェスティバルを
はじめ、外部での公演はほぼ中止となりま
した。また、施設にお客様を招いての公演
もできず、2020年度は公演実績がありませ
ん。
　このままではいけないと、年度の途中から
「リモート公演」を視野に入れた活動室の
改革に乗り出しました。現在進行中です。

外出活動
報告会など

実施月 内容

参加可能月
　大高イオンでのイエローレシートキャンペーン
　→新型コロナウィルス感染症蔓延のため中止

家庭への報告会 　6月11月の活動報告会中止。個別モニタリングとして希望面談を実施。

3月 　近くをお花見散策（開花が早く、3月中に実施）

レクレーション 　新型コロナウィルス感染症拡大のため、中止
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　SNSを活用した紙風船の活動報告やグッズの宣伝、売り込みなどを行い
  ました。グッズはネットでも少しずつ販売実績をあげました。また、リモート
  での紙風船見学も検討し始めました。

サークル活動
　火・水・木曜日でそれぞれ希望する日にフリー活動を行いました。
　外出はできませんでしたが、お菓子作りやDVD鑑賞、テレビゲームなど
　で楽しみました。（給料対象外）

身体のケア

毎日の活動

宣伝活動

グッズ活動
　数々の新作を売り出しました。
　コロナ禍ならではのグッズとして、咳エチケット缶バッチはネット販売でも
  多くの注文を受けました。

夢づくり活動
　日中活動の充実。表現練習、発声練習、川柳づくりなど。
　また、動画をYouTubeにアップする事にも挑みました。

仲間の会
　月に1回実施。公演予定確認、各活動報告。時にはメンバー
　アシスタントを交えテーマを決めての話し合いも行いました。

　外での運動はできませんでしたが、歩行訓練、室内バスケや輪投げ等、
　それぞれに合った体力づくりをしました。

　ストレッチ、マッサージ、ふれあい体操などを実施しました。
　希望者には冬場の足湯も行っています。

夢づくり基金
　目的を明確にして随時呼びかけをしてきました。法人会報にも掲載。
　人形、小道具の修理。新作の制作費として使用しています。

クラウド
ファンディング

　レディフォーによるクラウドファンディングの呼びかけを行いました。おか
　げさまで目標金額70万円を達成することができました。新作人形劇の制
　作費として活用させていただきます。

表彰に向けて
の活動

　紙風船の活動が認められ、「読売福祉文化賞」を頂きました。
　賞金100万円は今後の活動に有意義な利用をさせていただきます。

体力づくり

金

人員配置

アシスタント

土 計

メンバー 3 6～7 5～6 6 7 6～7 41～43

月 火 水 木

5～6 27～31

その他

　メンバー給料：1日150円を継続しましたが、夏季・冬期賞与は支給できませんでした。

　新型コロナウィルス感染症蔓延のため、外に出ての活動がほとんどできず、ストレスを感じる
　メンバーもいたと思います。できるだけ室内での活動を充実させる工夫をしました。

2 5～6 6 6 4～5
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内容 合計(円)

人形劇公演料(公演0回) 0

グッズ売り上げ 23,830

預金利子 5

小計A(収入) 23,835

メンバー給料 213,150

小計B(支出) 213,150

利益 収入A－支出B -189,315

①　新作人形劇制作　　　 1,243,000

②　プロジェクター　　　  　 107,129

③　舞台設置　　 　　　　　 71,148

④　Tシャツ　　　　　　　　　 64,127

⑤　クラウドファンディング手数料　　　　　　　         102,960

⑥　送料　　　　　　　         7,856

1,596,220

2020年度　紙風船作業会計報告

収入

支出

2020年4月スタート 675,249円　→　2021年度繰り越し残高 485,934円　　　

★名古屋銀行通帳残高（作業会計）

★『夢づくり』寄付金について　　寄付額　972,209円

①　2020年4/1～2021年3月末、47件：192,209円

②　クラウドファンテング　目標金額70万円達成　　39件：寄付金　78万円

★夢づくりからの支出　 

　　合計

★読売新聞福祉文化賞受賞　　　賞金100万円

　賞金は自由に使えるお金として、夢づくりに入れました。

★夢づくり次年度繰越金　　　911,769円
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●

● 実利用者数：23名(内：新規利用者3名)前年度29名（-9名）　月平均利用：99件(前年度-45件)

●

●

● まとめ

　2021年度行政申請内容

2020年度　居宅介護事業所あみ事業報告

提供内容：居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介助）・重度訪問介護（外出支援含む）

　　　　　　  移動支援(ガイドヘルプ)　

　　寄り添ったサービス提供を行うことができた。

その他該当する体制等
適用開始日

内訳　居宅介護：20名（メンバー11名・外部9名、男性7名・女性13名）　

　　　　重度訪問介護：13名（メンバー9名・外部4名、男性4名・女性9名）　

　　　　移動支援：2名（外部2名、男性1名・女性1名）※サービス重複利用者12名（内メンバー6名）　

具体的内容：居宅介護：生活介護通所前後のケア、入浴介助、家事援助、通院等支援等

　　　　　　　　　　 重度訪問介護：生活全般の支援、外出支援、見守り等、医療的ケア

　               移動支援：通所・通学の付き添い

職員：管理者1名（ヘルパー兼務）、サービス提供責任者1名、常勤ヘルパー1名（8月～育休）

　生活介護兼務職員6名（非常勤）、登録ヘルパー2名　計11名（内喀痰吸引等資格取得者6名）

・　重訪問介護では、Aさんの地域生活支援に対して他事業所との連携により実現。

　　週2日の夜勤体制を実施。登録ヘルパー2名共、年度末に喀痰吸引等の資格を取得。

介
護
給
付
費

居宅介護

R2.4.1

H25.4.1

三級地地域区分

あり

あり

H27.4.1

R3.4.1

Ⅰ

あり

重度訪問介護

R2.4.1

H25.4.1

・　コロナ禍の影響でヘルプのキャンセル及び利用の中止。また不要不急の外出支援を中止とし、

　　実績は550件の減少となったが、特定事業所加算(20％増)及び重度訪問介護の充実により、

　　介護報酬は前年より約210万円の増収。　

　　居宅介護の提供時間：1504H→1191H（-313H）、重訪移動の利用：531件→169件（-362件）

　　重度訪問介護の提供時間：2140H→2460H（＋320H）

・　毎月1回の定例会議を開催し、現況報告及び情報の共有、研修や相談の機会を持つことが

・　コロナ感染拡大の影響を大きく受けた一年であったが、感染者を出すことなく、メンバー等に

　　2019年度収益：14,953,534円→2020年度収益：17,050,840円（＋210万）

　　移動支援の提供時間：47H→28H（-19H）

　　できた。

H27.4.1

R3.4.1

あり

あり

Ⅰ

あり

処遇改善加算

キャリアパス区分

特定処遇改善加算

特定事業所加算

処遇改善加算

キャリアパス区分

特定処遇改善加算

特定事業所加算
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●給食管理(小久保)

○ ○

○

○ ○

●車両管理(竹内)

○ ○

○

○

○

●防火防災管理(佐藤)

○ ○

○

○

●会報担当(小久保)

○ ○

○

○

○

○

●HP担当(戸田)

○ ○

○

○

行う

2020年度 管理部門事業報告

事業方針 事業内容

季節を考慮した食材の発注、献立の作成保健指導、衛生管理マニュアルに基づく調理を 

事業方針 事業内容

3月11日真栄マンション木場町A棟1階集会室への避
難訓練、「南海トラフ地震への備え」映像視聴。火災
発生時の消防への通報訓練実施

調理員の検便、食中毒発生防止、感染予防

食物アレルギー・嚥下障害に関する配慮

(株)メカノスにて、12か月点検と同時にリフトの清掃・
点検も実施

事業方針 事業内容

安全に車両が運行できるよう、故障等を起こす前
に整備・点検を行う

ドライバーによる洗車、車内清掃を随時実施

各車両年に２回オイル交換の実施

車検や点検を(株)メカノスに依頼、修理も同様

募っていく

既存の会報の形の捉われず、活動のテーマや目的

などをわかりやすく発信できるものにしていく

情報コーナーでは新たに手作り給食を追加

事業方針 事業内容

愛実の会の見える化の促進 情報公開及び愛実の会の魅力の発信

会報の掲載及び最新情報の更新

汁物の塩分・食事の温度管理・栄養等「健康な

食事」を提供する

年3回の会報発刊（7月・11月・3月）

校正を決め、各担当への原稿依頼

会報を通して「愛実の会」を発信していき、寄付者を

見やすい会報つくり

職員が参加できる書面つくり

全体の編集、校正確認、入稿、発送準備等

事業方針 事業内容

防災訓練の実施 DVD「逃げ遅れる人々　東日本大震災と障害者」視聴
（紙風船1月12日、大地の家1月22日）（訓練）

火災予防上の自主点検実施
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